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第2回部会以降の活動内容

日にち 会議種別 検討内容

8/27 国交省説明 国交省に標準仕様書のデジタル化説明(建築)
(設備は同じ資料を配布)

8/31 国交省から連絡 国交省からWORD(31年版)の利用許諾、設備は後日許諾の連絡

9/2 福井CA打合せ 建具表・仕上表等を介したBIMとの情報連携の検討案の作成
により、福井CAと打合せ、見積依頼

9/13 公共建築協会打合せ 現状説明

9/17 連携コア会議⑥ 現状を踏まえ、方針検討

9/24 標準仕様書の整理フォーマットの修正・確定

10/4 連携コア会議⑦ 建築研究所からの委託業務内容の確認・修正等

10/20 連携コア会議⑧ 第3回部会資料検討
仕様書関係作業報告
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標準仕様書デジタル化とBIMオブジェクト標準ver2.0等との関係

目 的

標準仕様書のデータベース化

「特記」を含むセ
ル・選択肢の抽出

「特記」を含まない
セルの抽出

用語の統一

建具表等を介したデータ連携の検討

標準ver2.0

標準仕様書・特記の情報と属性情報を連携させ、入力の効率化、特記仕様の作成と連携させる。

BIM設計図書との連携、特記項目の抽出・選択肢・参考先の明確化，仕様書記述項目(セル)へ
のID付与等を考慮する。またデータマイニング手法を適用して、用語の「揺らぎ」を分析・整理する。

<窓を例>
・16.2.4(4)表面処理
等の特記
・表面処理の選択肢は
表14.2.1表面処理の
種別

・工法、加工・組立、取付
等に関する記述
・適用範囲、手続き等に関
する記述

「特記」を含むセル・選択肢の成果品

属性情報の用語・選択肢が
標準仕様書と同じであること

建具表・仕上げ表等を介したデータ連携の整理
必要に応じて連携範囲の拡大を検討する。

特記のパターン等の検討

標準仕様書データベースを活用
した効率的な特記のパターン等
の検討を行う

A企業:
製品1、製品2、製品3…

B企業:
製品1、製品2、製品3…

C企業:
製品1、製品2、製品3…

…………………
メーカー製品ライブラリ

・標準化による検索、比較
・特記作成支援

(注)

(注)：特記する事項は属性情報に含まれる必要がある。

標準仕様書のデジタル化+特記仕様書等との連携+ID⇒BIMとの連携
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章 章のタイトル ページ セ
ル

特
記

参
照

1 各章共通事項 ③ 14

2 仮設工事 ③ 2

3 土工事 － 3

4 地業工事 － 13

5 鉄筋工事 ② 14 済

6 コンクリート工事 ② 33 済

7 鉄骨工事 ② 27 済

8 コンクリートブロック、ALCパネル
及び押出成形セメント板工事

③ 12

9 防水工事 ③ 26

10 石工事 ③ 15

11 タイル工事 ③ 11

12 木工事 ③ 12

13 屋根及びとい工事 ③ 9

14 金属工事 ① 10 済

章 章のタイトル ページ セル 特
記

参
照

15 左官工事 ① 23 済

16 建具工事 ① 37 済 △ △

17 カーテンウォール工事 ③ 8

18 塗装工事 ① 24 済

19 内装工事 ① 23 済

20 ユニット及びその他の工事 ③ 10

21 排水工事 － 4

22 舗装工事 － 25

23 植栽及び屋上緑化工事 － 10

下線の項目はDB化済み

①：優先度が特に高い：117P(DBか済み60P、残り57P)   32%

②：優先度が高い：74P(DBか済み27P、残り47P)          20%

③：優先度は普通：119P(DBか済み10P、残り109P)      33%

－：作業なし(BIMのオブジェクト化をしない)：55P             15%

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)の章別の検討優先度の整理

標準仕様書のデジタル化等-検討優先度

注：
セル：word→excelのセルに整理
特記：特記項目の選択肢がある場合は選択肢を記載
参照：特記を記載する際に必要な監理指針の参照先を記載
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公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)の章別の検討優先度の整理

編-章 編、章のタイトル 優先度 ページ セル 特記 参照

1 一般共通事項 ―
20

済

1-1 一般事項 ― 済

2 共通工事 ―

87

済

2-1 一般事項 ― 済

2-2 配管工事 ◎ 済

2-3 保温、塗装及び防錆工事 ◎ 済

2-4 関連工事 × 済

3 空気調和設備工事 ◎

102

済

3-1 機材 ◎ 済

3-2 施工 ◎ 済

4 自動制御設備工事 ◎

304-1 機材 ◎

4-2 施工 ◎

5 給排水衛生設備工事 ◎

48

済

5-1 機材 ◎ 済

5-2 施工 ◎ 済

6 ガス設備工事 ◎

14
6-1 一般事項 ―

6-2 都市ガス設備 ◎

6-3 液化石油ガス設備 ◎

編-章 編、章のタイトル 優先度 ページ セル 特記 参照

7 さく井設備工事 ×

6
7-1 一般事項 ―

7-2 揚水井設備 ×

7-3 地中熱交換井設備 ×

8 浄化槽設備工事 △

20
8-1 一般事項 ―

8-2 現場施工型浄化槽 △

8-3 ユニット型浄化槽 △

9 昇降機設備工事 ◎

27

9-1 一般事項 ―

9-2 一般エレベーター 〇

9-3 普及型エレベーター ◎

9-4 非常用エレベーター △

9-5 小荷物専用昇降機 ×

9-6 エスカレーター ×

10 機械式駐車設備工事 △

810-1 一般事項 ―

10-2 二段方式機械式駐車装置 △

11 医療ガス設備工事 ×

3611-1 一般事項 -

11-2 医療ガス設備工事 ×

◎標準的
〇時々
△マレら
―不採用
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公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)の章別の検討優先度の整理

編-章 編、章のタイトル 優先度 ページ セル 特記 参照

1 一般共通事項 〇

24

済

1-1 一般事項 〇 済

1-2 共通工事 〇 済

2 電力設備工事 〇

106

済

2-1 機材 〇 済

2-2 施工 〇 済

3 受変電設備工事 〇

60

済

3-1 機材 〇 済

3-2 施工 〇 済

4 電力貯蔵設備工事 〇

40

済

4-1 総則 〇 済

4-2 機材 〇 済

4-3 施工 〇 済

5 発電設備工事 〇

80

済

5-1 機材 〇 済

5-2 施工 〇 済

6 通信・情報設備工事 △

124

済

6-1 機材 △ 済

6-2 施工 △ 済

編-章 編、章のタイトル 優先度 ページ セル 特記 参照

7 中央監視制御設備工事 〇

18

済

7-1 機材 〇 済

7-2 施工 〇 済

8 医療関係設備工事 △

17

済

8-1 一般事項 △ 済

8-2 非接地電源用分電盤等 △ 済

8-3 ナースコール設備 △ 済

〇:主要な機器であり、仕様頻度が高い
△:機器が多種に及びあるいは仕様頻度が低い
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標準仕様書のデジタル化等-成果品イメージ

Uniclass2015
コード

仕様書の章節項
のコード +
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章節
項等 標準仕様書本文(特記するを含むセル)

特記する 特記する。特記がなければ●とする。 参照先

特記1 標準1 特記2 標準2 特記1 標準1 特記2 標準2

16.2.
4(4)
形状
および
仕上

アルミニウムの表面処理は14.2.2［アルミニ
ウム及びアルミニウム合金の表面処理］によ
り、種別、標準色・特注色の別等は特記に
よる。
なお、溶接する箇所は、原則として、溶接後
に表面処理を行う。

表面処
理
の種別

AB-1種
AB-2種
AC-1種
AC-2種
……
C種

色 標準色
特注色
[ ]

標準仕様書のデジタル化等-成果品と用語の統一
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章節
項等 標準仕様書本文(特記するを含むセル)

特記する 特記する。特記がなければ●とする。 参照先

特記1 標準1 特記2 標準2 特記1 標準1 特記2 標準2

16.2.
4(2)
形状
及び
仕上
げ

建具の枠の見込み寸法は、特記による。特
記がなければ、外部に面する建具は、表
16.2.1又は表16.2.2 による

枠の見込
み寸法

枠の見
込み寸
法

表
16.2.
1又は
表
16.2.
2

標準仕様書のデジタル化等-成果品と用語の統一
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1.セル化
(若干の修正含む)
WordをExcelに乗せ
ると瞬時

2.特記項目の
選択肢の記載

3.特記項目の
参照先の記載

4.
コード設定

1.作業手順

2.作業方法
上記の「セル化」作業を、①プログラムを組んで半自動化で行う方法、②WordをExcelに乗せ
る人的作業による方法を比較した。その結果、①のプログラムの場合、アウトプットを人的作業
で修正するプロセスが必要で、これは②の人的作業と同じ内容、同じ作業量のため、プログラム
作成に必要な2か月作業が伸びるため、今回は②の人的作業による方法とした。

3.想定作業期間

仕様書の種類 ページ数 着手時期 1.セル化 2.特記 3.参照先 4.コード 2.までの主
要部完成
想定

全体
完成
想定

建築工事 365P 9月初め 1ケ月 2ケ月~ 2ケ月~ 1ケ月 11月
建具のみ

22/2月

電気設備工事 400P 11月初め 1ケ月 2ケ月~ 2ケ月~ 1ケ月 12月末 22/4月

機械設備工事 400P 10月初め 1ケ月 2ケ月~ 2ケ月~ 1ケ月 12月末 22/3月
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連携部会スケジュール

13- 20- 27- 4- 11- 18- 25- 1- 8- 15- 22- 29- 6- 13- 20- 27- 3- 10- 17- 24- 31- 7- 14- 21- 28- 7- 14- 21- 28-

連携部会

連携部会コア会議

内部打合せ

3.1
公共建築工事標準仕様書

のデータベース化

3.2
建具表、仕上げ表等を介し

たデータ連携

3.3
特記と材料・機器選定パ

ターンの整理

3.4
維持管理・FMの標準化に

向けた情報収集・整理

2022年3月2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月 2022年1月 2022年2月

16章セル化①
フォーマット作成

10/28 12/20 2/24

10/28 10/6 10/20

残りの章セル化②

検 討

電気設備
・セル化①

機械設備
・セル化①

検討 整理

情報収集・整理・ヒアリング

特記選択肢・参照先・コード

5,6,7,
14,15,
18,19

機械設備
・セル化②

電気設備
・セル化②

特記選択肢・参照先・コード

特記選択肢・参照先・コード

16章建具
機械設備
主要部分

電気設備
主要部分


